
 

運動想起を用いた BCIにおける訓練方法と効果の検討 

 
 

渡部 永遠†  川勝 真喜†† 
† 東京電機大学大学院システムデザイン工学研究科 †† 東京電機大学大学院情報環境学研究科 

 

 

1. はじめに 

近年, 脳活動によりコンピューターを操作する Brain 

Computer Interface(BCI)の研究が盛んに行われている.  

運 動想起 時に 発現 する事 象関連 脱同 期 (event 

rerated desynchronization：ERD)は一般的に BCI 研究

に用いられる P300 などの外部刺激を用いた脳波特性

に比べ自発的に利用できる. しかし, ERD は事前の訓

練なしでは検出が難しいことが指摘されている[1].  

本研究ではゲームを用いた視覚的フィードバック訓

練の効果を検討する.  

2. 運動想起検出および判別手法 

事象関連脱同期(ERD)は運動または運動想起時に

運動野近辺で特定の周波数帯域の振幅が減少する現

象で, 運動・運動想起を行っている側とは反対側の運

動野において出現することが報告されている[2]. 本研

究では右手の掌握運動イメージと左手の掌握運動イメ

ージを行うが, この時, 右手の掌握運動イメージでは脳

波計の C3 チャンネル, 左手の掌握運動イメージでは脳

波計の C4 チャンネルに ERD が出現すると考えられる.  

ERD を検出するには平常時からの振幅の減少をとら

える必要があるため, 事前に安静状態での脳波を計測

し各チャンネルでα波帯域の振幅の平均値を求め, こ

れをベースラインとし, 運動想起時に各チャンネルのα

波帯域の振幅と比較し, どちらの運動想起をおこなって

いるかを判別する. 判別の条件式は式 1, 2 に示す.  

 

3. 訓練方法 

訓練はキャラクターが奥に向かって進んでいき, キャ

ラクターを左右に操作することで壁を避けゴールに向か

うゲームを用いて行う. 壁は 10 枚配置されており, 右, 

中央, 左のどれかが開いていて, 順番は固定されてい

る. 1 回の訓練は 30 秒間ベースラインを計測した後, 10

枚の壁を越えてゴールするか 180 秒経過するまでゲー

ムを行う. 訓練のタイムチャートを Fig.1 に示す. 被験者

は 1 日に 10 回の訓練を行い数日間の間隔をあけて 5

日間訓練を行う.  

 

 

Fig.1 Time chart 

 

Fig.2 Progress of training 

 

4. 訓練状況と考察 

現在 3 名の被験者で訓練を行っている. 被験者 1 は

5 日間の訓練を終えており, 被験者 2 は 3 日間, 被験

者 3 は 2 日間の訓練を行った. 各訓練での結果を Fig. 

2 に示す.  

被験者 1 と 2 は日ごとの平均踏破枚数が途中で減少

している. 減少した日の結果をみると踏破枚数が 2 枚に

なっているところが多い. 3 枚目の壁は右が開いており, 

キャラクターを右に動かす必要があるが, 右手の運動想

起判別がうまくできていない為進めていない可能性があ

る. これはベースラインの左右差が原因である可能性が

あり, ベースラインにキャリブレーションを行うなど, 判別

手法を見直す必要がある.  

5. 今後の課題 

 今後は, 現在訓練を行っている被験者については訓

練を続け, さらに被験者を増やし効果を検討する. また, 

運動想起検出, 判別手法について機械学習を用いて

精度向上をめざす予定である.  
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